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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0476   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0408   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0478   (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月7日(2014.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
生体電位信号の測定のための電極システム（１０、５０）であって、
基材（１２、５４）と、
該基材（１２、５４）に電気的に接続されており、複数の伝導性スパイク（２２）を含む
微小電極（１４、７０）と、
前記基材（１２、５４）内に一体的に形成されている加速度計（１６、５２）と、
前記基材（１２、５４）に接続し、前記微小電極（１４、７０）からの生体電位と前記加
速度計（１６、５２）からの加速度信号を含む結合信号を送る導電リードと、
前記導電リードに電気的に接続されている生体電位増幅器（２１４、２３６）と、
前記導電リードに電気的に接続されている加速度測定回路（２１２、２３４）と
を備えた電極システム（１０、５０）。
【請求項２】
前記導電リードに電気的に接続され、前記生体電位信号の品質を高めるために、前記微小
電極（１４、７０）により得られる生体電位信号、及び前記加速度計（１６、５２）によ
り得られる加速度信号を処理する電子回路（１８、６２、２００）をさらに含んでいる請
求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記電子回路（１８、６２、２００）は、前記加速度信号を用いて前記生体電位信号の運
動アーティファクト混入部分を識別する、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
前記複数の伝導性スパイク（２２）は銀皮膜又は銀／塩化銀皮膜（７２）を含んでいる、
請求項１乃至３のいずれかに記載のシステム。
【請求項５】
前記加速度計（１６、５２）は第一の加速度計（１２２）であり、第二の加速度計（１２
４）をさらに含んでおり、該第一及び第二の加速度計（１２２、１２４）の両方が前記基
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材（１２、５４）と機械的に一体化されており、前記第一の加速度計（１２２）及び前記
第二の加速度計（１２４）は、前記基材（１２、５４）において、少なくとも二つの直交
する方向での加速度を測定するように配向されている、請求項１乃至４のいずれかに記載
のシステム。
【請求項６】
前記電極システム（１０、５０）は脳電図（ＥＥＧ）生体電位を測定する、請求項１乃至
５のいずれかに記載のシステム。
【請求項７】
前記生体電位増幅器（２１４、２３６）及び前記加速度測定回路（２１２、２３４）は、
前記基材（１２、５４）内に一体的に形成されている、請求項１乃至６のいずれかに記載
のシステム。
【請求項８】
前記加速度測定回路（２１２、２３４）は、加速度検出前端及び、後端回路とを有してい
る、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
前記加速度検出前端は、前記基材（１２、５４）内に一体的に形成されており、
前記後端回路は、電源を有し、前記加速度検出前端から機械的に分離している、請求項８
に記載のシステム。
【請求項１０】
前記加速度検出前端は、前記後端回路と少なくとも１本のリード線で通信し、前記少なく
とも１本のリード線が生体電位の測定に使用される、請求項９に記載のシステム。
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